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1. 2023年2月期第1四半期の連結業績（2022年3月1日～2022年5月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年2月期第1四半期 7,964 △8.4 116 △75.3 264 △53.1 200 △56.4

2022年2月期第1四半期 8,692 20.8 471 ― 564 ― 460 ―

（注）包括利益 2023年2月期第1四半期 220百万円 （△51.9％） 2022年2月期第1四半期 457百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年2月期第1四半期 28.21 ―

2022年2月期第1四半期 64.68 ―

（注） 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2023年２月期第１四半

期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年2月期第1四半期 31,536 19,461 61.7

2022年2月期 31,925 19,551 61.2

（参考）自己資本 2023年2月期第1四半期 19,461百万円 2022年2月期 19,551百万円

（注） 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2023年２月期第１四半

期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年2月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00

2023年2月期 ―

2023年2月期（予想） 0.00 ― 15.00 15.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 2月期の連結業績予想（2022年 3月 1日～2023年 2月28日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 16,288 △3.6 414 △55.4 428 △59.6 371 △60.3 52.12

通期 34,161 1.3 916 △30.1 942 △40.7 819 △50.4 115.13

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年2月期1Q 10,043,500 株 2022年2月期 10,043,500 株

② 期末自己株式数 2023年2月期1Q 2,920,914 株 2022年2月期 2,920,914 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年2月期1Q 7,122,586 株 2022年2月期1Q 7,122,692 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資
料】P.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2022年３月１日～2022年５月31日）におけるわが国の経済は、３月にまん延防止等

重点措置が全面解除されたことで経済活動が正常化に向かい、景気は一時持ち直しの動きが見られました。しかし

ながら、未だ新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、ロシアによるウクライナ侵攻等の地政学的リスク

の高まり、資源の価格高騰や供給面での制約、原油高等の影響により、依然として先行き不透明な状況が続いてお

りました。

このような経営環境の中、当社グループは経営理念である「しあわせ社会学の確立と実践」のもと、主力事業で

ある定期便事業におきましては、顧客基盤の強化と次代を担う新たなブランドの育成に取り組んでまいりました。

顧客基盤強化の一環として、購買経験顧客への再購入の促進に取り組み、期間内の顧客を増加させました。また新

たなブランドの育成として、ファッション雑貨ブランド「frauglatt（フラウグラット）」や、生活雑貨ブランドの

「SeeMONO（シーモノ）」等のマーケティング活動を積極的に実施し、ブランド認知度を高めたことにより、売上げ

が前年同期比で上回りました。さらに、鉄道会社や人気キャラクターとのコラボ商品が話題となった「猫部」、ミ

ュージアムグッズを企画販売している「フェリシモミュージアム部」は、「部活動」の取り組みが各種メディアに

取り上げられたことにより、売上げも前年同期比で好調に推移いたしました。一方、春先が寒冷であったため春物

ファッション商品の受注に影響が出たことに加え、３月下旬に発生した中国・上海市のロックダウン（都市封鎖）

に伴う商品調達の遅れが影響し、顧客への出荷が遅延しました。これらの結果として、平均購入単価は前年同期と

同様に高い水準で推移したものの、のべ顧客数が前年同期に比べ減少したことにより売上げが減少しました。

新規事業分野におきましては、当社の定期便プラットフォームに取引先事業者が出品・出稿できる「FELISSIMO 

PARTNERS（フェリシモパートナーズ）」事業の売上げが前年同期に比べ増加しましたが、「収益認識に関する会計

基準」等の適用に伴い、関与した事業について売上高を純額として計上したことが大きく影響し、売上げが減少し

ました。

これらの活動の結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は7,964百万円（前年同期比 

8.4％減）となり、差引売上総利益は4,252百万円（前年同期比 9.2％減）となりました。

販売費及び一般管理費につきましては、売上高の減少に伴う商品送料や業務手数料等が減少したことにより、

4,136百万円（前年同期比 1.9％減）となりました。これらの結果、営業利益は116百万円（前年同期比 75.3％減）

となりました。

営業外損益では、為替差益等による営業外収益を148百万円計上したことにより、経常利益は264百万円（前年同

期比 53.1％減）となりました。税金等調整前四半期純利益は264百万円（前年同期比 54.0％減）となり、親会社株

主に帰属する四半期純利益は200百万円（前年同期比 56.4％減）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間

の期首から適用しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸

表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ389百万円減少し、31,536百万円とな

りました。これは主に現金及び預金の減少407百万円によるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末と比べ298百万円減少し、12,075百万円となりました。これは主に賞与引当金の増

加174百万円に対し、未払金の減少524百万円となったことによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ90百万円減少し、19,461百万円となりました。これは主に利益剰余金の

減少109百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年２月期第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、2022年４月７日に開示いたしました

前回予想からの修正はありません。新型コロナウイルス感染症やロシアによるウクライナ侵攻等の影響に伴う今後

の受注動向等が不透明でありますが、当社の事業活動や経営成績に影響を及ぼすおそれが生じた場合は速やかに開

示いたします。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品の国内の販売に

おいて、出荷時から当該商品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益

を認識しております。

主な変更点は、以下の通りであります。

① 代理人取引に係る収益認識

従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、顧客への商品の提供における当

社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から商品の仕入先に支払う額を控除した純

額で収益を認識する方法に変更しております。

② 返品される可能性のある商品販売取引に係る収益認識

従来は、商品の返品による損失に備えるため、過去の返品率等に基づき、返品損失見込額を返品調整引当金

として「流動負債」の「その他の引当金」に計上しておりましたが、予想される返品部分に関しては販売時に

収益を認識しない方法に変更しており、返品されると見込まれる商品の対価を返金負債として「流動負債」の

「その他」に、商品を回収する権利として認識した資産を返品資産として「流動資産」の「その他」に含めて

表示しております。

③ 自社ポイントプログラムに係る収益認識

従来は、顧客の購入金額に応じて発行されたフェリシモ・ポイントが将来引換えられる際の景品費用支出に

備えるため、フェリシモ・ポイント期末既発行残高及び予想引換率等に基づいて算出した金額を「流動負債」

の「販売促進引当金」として計上しておりましたが、発行したポイントを履行義務として識別し、取引価格か

ら将来顧客により行使されると見込まれる金額を控除し収益を認識する方法に変更しており、将来引換えられ

ると見込まれる商品の対価を契約負債として「流動負債」の「その他」に含めて表示しております。なお、当

該変更に伴い前連結会計年度において「流動負債」に表示していた「販売促進引当金」は、当第１四半期連結

会計期間より、「流動負債」の「その他の引当金」に含めて表示しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計

基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更

について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は215百万円減少し、差引売上総利益は21百万円減少し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ４百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首残

高は203百万円減少しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
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（追加情報）

前連結会計年度の決算短信の（追加情報）における新型コロナウイルス感染症の影響に関する記載内容について、

重要な変更はありません。
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